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「なら１００年会館」開館１０周年記念事業について 

 

「なら１００年会館」は、平成２１年２月１日をもちまして、開館１０周年を迎え

ます。この会館の設計は平成４年、国際建築設計競技によって６４９応募作品の中か

ら磯崎新氏の作品が最優秀と決定され、奈良市制１００周年の平成１０年に竣工しま

した。平成１１年１月３１日に「世界遺産登録・なら１００年会館開館記念式典」を

行い、翌２月１日にスタニスラフ･ブーニン（ピアニスト）によるオープニングリサ

イタルにより開館しました。 

以来、「なら１００年会館」は、市民の文化の振興と国際交流をはじめとする地域

間交流の促進を図ってまいりました。平成１５年に来館者が１００万人を超え、昨年

１月には２００万人に達し、地域文化振興の拠点として躍進を続けています。 

この記念に以下のとおり、各種の事業を展開してまいります。 

 

なら１００年会館１０周年記念事業 

 

１０周年記念講演会と「善
ぜん

財
ざい

童
どう

子
じ

」の上演 

日時  平成２１年２月１日（日） １４時開演 

場所  なら１００年会館 中ホール  

 講演会 
テーマ 「ホールと文化力」 

講師  木
き

津
づ

川
がわ

 計
けい

 氏（「上方芸能」発行人） 

 なら１００年会館オリジナル「善
ぜん

財
ざい

童
どう

子
じ

」 

出演  なら１００年会館こどもお能グループ 

 

１３時より時の広場にて振舞餅があります 

（協力：奈良市三条宮前町自治会・奈良市三条大宮町自治会） 

 

  ※希望者は往復はがきで１月２０日（消印有効）までに同館へ送付。応募者多数

場合は抽選。 

 

他 記念事業１５件 別添資料参照 





◇ なら１００年会館の沿革 

 

平成 4年  「（仮称）奈良市民ホール」国際建築設計競技最優秀決定 

平成 10 年  「（仮称）奈良市民ホール」を「なら１００年会館」と名称決定・竣工 

平成 11 年 1 月 31 日  世界遺産登録・なら１００年会館開館記念式典 

平成 11 年 2 月 1 日  なら１００年会館開館 

          （スタニスラフ・ブーニン オープニングリサイタル） 

平成 15 年 3 月 23 日  来館者１００万人達成 

平成 20 年 1 月 13 日  来館者２００万人達成 

平成 21 年 2 月 1 日～ なら１００年会館開館１０周年記念事業 

 

◇ 運営の現状 

 運営状況 

  なら１００年会館の文化振興事業とは 

   ① なら１００年会館主催の自主企画事業、年間 40～50 本。 

   ② 市民主催の貸館事業、年間 350～400 本。 

 それらをプロデュースし、地域の活性化、地域づくり、人づくりに貢献している。 

 

 施設稼働状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なら１００年会館条例（抄）（平成 11 年 2 月 1 日開館） 

 

第１条  奈良市制１００周年を記念して、市民の文化の振興と国際交流をはじめとする地域

間交流の促進を図るため、本市に市民ホールを設置する。 

第２条  名称：なら１００年会館    位置：奈良市三条宮前町７番１号 

第３条  市民ホールにおいては、次に掲げる事業を行う。 

（１）音楽、演劇、講演会等文化の振興に関すること。 

（２）広く人々が交流する各種会議や集会等の開催に関すること。 

（３）市民の自主的な文化活動又はふれあいの場の提供に関すること。 

（４）その他市民ホールの設置目的を達成するために必要な事業。 

 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

大ホール 53.6％ 50.7％ 60.0％ 

中ホール 52.3％ 59.1％ 70.1％ 

小ホール 59.6％ 62.2％ 64.9％ 

入場者数 172,722 人 215,254 人 230,922 人 


